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為替

金利

豪ドルの対円推移（過去１年） 豪ドルの対円推移（過去２週間）

3年国債利回りの推移（過去１年） 3年国債利回りの推移（過去２週間）

2025/8/7

単位（円） 2025/8/5 2週間前 １ヵ月前 ３ヵ月前 ６ヵ月前 １年前

円／豪ドル 95.27 95.86 94.66 93.18 95.75 92.30
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単位（％） 2025/8/5 2週間前 １ヵ月前 ３ヵ月前 ６ヵ月前 １年前
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（注）左グラフは2024年8月5日～2025年8月5日、右グラフは2025年7月22日～2025年8月5日。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

（注）左グラフは2024年8月5日～2025年8月5日、右グラフは2025年7月22日～2025年8月5日。日時はニューヨーク時間。

（出所）FactSetのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

ここ2週間の豪ドルの対円レートは、下落しました。
7月22日の日米関税交渉合意に伴う世界的な株高や24日の豪州準備銀行（RBA）総裁による利下げに対する慎重な発言などを背
景に豪ドルは対円で上昇しました。しかし、30日に発表された豪州の2025年4ｰ6月期の消費者物価指数（CPI）が市場予想を下回
り、8月利下げ観測が高まったため豪ドルは対円で下落しました。その後、日米金利差が意識され円安米ドル高が進む場面がありましたが、
8月1日の米国の7月雇用統計発表を受け、労働市場の軟化が意識され円高米ドル安となり、連れて豪ドルは再び対円で下落しました。

ここ2週間の豪州3年国債利回りは、ほぼ横ばいでした。
日米関税交渉合意やRBA総裁発言などを受けて、豪州3年国債利回りは上昇（債券価格は下落）しましたが、豪州CPIが発表される
と同利回りは低下しました。さらに、30日の米連邦準備制度理事会（FRB）による政策金利の据置きの決定や米雇用統計発表を巡り、
米国国債利回りが上下した影響を受けたため、豪州3年国債利回りは期間を通じて方向性は定まらず、ほぼ横ばいでした。
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